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１ 活動報告 

 

【４月～６月】(春季)               【７月～９月】(夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】(秋季)            【１月～３月】(冬季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・園外散歩・遠足（春の自然探し） 

・玉ねぎ掘り 

・サツマイモの苗植え 

・玉ねぎでカレーづくり 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・水あそび・自然物を用いた色出しあそび 

・泥だんごづくり 

・スライムづくり 

・プールあそび 

・夏の虫さがし（アゲハチョウの幼虫・セミ・

バッタなど） 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・園外散歩（秋の自然探し） 

・親子参加型の自然体験あそび 

・サツマイモ掘り 

・サツマイモでイモ版スタンプ 

・玉ねぎの苗植え 

・ダイコンの種まき 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・園外散歩（冬の自然探し） 

・凧あげ 

・氷づくり 

・雪あそび（少しだけ積もった雪で遊ぶ） 



活動報告（詳細） 

 

１シーズンにつき最も印象的だった活動のエピソード１つご記入してください。 

エピソードは、活動プロセス、保育者の関わり、子どもの育ちの見取りを端的にお願いします。 

写真は基本 1枚です。 

 

【４月～６月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月～９月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

◎雨の中の自然体験あそび 

 雨の日にカッパを着て公園内を探索しました。し

としと降る雨の音を楽しみ、いつもと違う風景を満

喫しました。雨上がりで園庭内にできた水たまりで

感触あそび・泥団子つくり・雨どいを用いて水を流

すあそびを楽しみました。年長児が勾配を工夫する

姿をみて年下児も集まり、模倣したり、一緒に参加

することであそびも広がりを見せていました。 

この時期だからこそできる雨の中でのあそびを

ダイナミックに実現し保育教諭も一緒に開放的に

楽しめました。 

 さらに、泥を頭からかぶり、全身泥んこの姿で満

足そうに笑顔いっぱいに遊ぶ子どもの姿をみて保

育教諭もとても楽しくなりました。 

（エピソード記述） 

◎アカメカシワの色だしあそび 

 自然物と用具を予め準備しておくと「これ、どう

するの？」「なんだか色が手についた」と発見した子

どもが布にこすり付けていた。少し水を垂らすこと

でより色が付着しやすくなることや、すりこぎ等で

叩いて色を出す等の発見する楽しさも味わってい

ました。 

（写真） 

 



 

【１０月～１２月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月～３月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エピソード記述） 

◎親子参加型の自然体験活動 

 最寄りの公園で保護者と一緒に五感を使って自

然物を見つけることを楽しみました。「この葉っぱ

と同じ匂いの葉っぱを探してきてごらん」の掛け声

に「これかな？」「なんだか似てるけど違うみたい」

と嗅覚を使いながら楽しんで探していました。そん

な中、集めた落ち葉を空めがけて放り投げると、あ

ちらこちらでリーフシャワーを楽しめていました。 

 季節が変わることでいつも遊んでいる公園のあ

そびが広がり、五感を使ったあそびに、保護者の方

もこども達の笑顔と共に自然に触れ合うことを喜

ばれていました。 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

◎空気が入ると… 

 お出かけポシェットを下げて公園で自然物を 

収集して楽しんでいました。 

 しばらくすると持っていた袋に空気が入ること

で「これ、面白い」「凧あげみたい」と発見。 

次々、袋に紐をくくりつけて凧あげを楽しむ姿が見

られました。 

 袋がないことが分かると、残っていた新聞紙を細

長く手でちぎって走ることで新聞紙がなびく様子

を楽しむ工夫も見られました。 

 いろいろな素材をつなげて遊ぶことで新たな発

見をこども達自身で見つけていました。 

 

 

 

 

 

できたよ！」「冷たーい！」と嬉しそうな笑顔を見せ

ていました。 

（写真） 

 



２ その他（自然体験活動の実施における今年度のプロセス）※記入必須 

 

 ・ 職員の資質向上について 

（例）こども環境管理士を担当保育士が取得（12月） 

・自然いっぱいの園庭づくりの実践体験研修（6月） 

・広島県自然保育認証団体保育者安全管理研修『危険生物 3種に絞り、実践に繋がる情報提供』を受講（7月） 

 

 ・ 地域との関わりについて 

（例）専門知識のある地域の方に園庭のぶどうの木の選定や野菜づくりを月一回交流（毎月） 

・福山市西交流館に畑を借りており、農作物の苗植えや水やり、草取りを行っている。 

・土壌つくりの際に、地域の方と交流しながら行っている。 

 

  ・ 保護者との関わりについて 

 （例）果物や野菜を保護者と一緒に収穫（毎月） 

・隣接する福山市本庄東公園の草取り・清掃を保護者会活動の一環として行う。 

 

 

・ その他 

 

 

 

＊より詳しく活動をアピールしたい施設は、ホームページや SNSの URLをご記入ください。 

 

U R L 

 

 

 

 

 


